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本資料における以下の用語、マークはHL7 Internationalの商標です。
HL7 → HL7®, CDA → CDA®,  FHIR → FHIR®



HL7、IHE、DICOM 医療の代表的な標準手順
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テキスト、非画像情報の
フォーマット規格

画像情報＋付帯情報の
通信規格

規格類を医療現場で
使うためのガイド

＋

用語セット
（連携データの個々の「用
語」 Terminologyを標準化
して同じ意味として扱う）



IHE とは
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https://www.ihe.net/

IHEは、医療における情報共有をコンピュータシス
テムを用いて改善する目的とした、医療者と産業
による戦略的活動である。IHEは、最適な患者ケ
アを支える上での、医療特有のニーズに迫り、
DICOMやHL7といった既存の標準規格を用いた
ワークデザインを提供している。IHEによる、より相
互運用性の高い手順によって開発されたシステム
は、導入を容易にし、医療を提供する人たちに、
より効果的な情報活用を可能にする。



IHEは各規格を使った医療ワークフローを定義
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®画像 認可 テキスト

ワークフロー

各プロジェクト
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IHE サイクル：普及推進の為の自己回帰型活動

IHE International

プロフィル、テクニカルフレーム
ワークをまとめ、公開する。

IHE-Japan 等地域のIHE組織

プロファイルを国別拡張し、企業
に実装を促し、コネクタソンを開
催する。

様々な部門システムを
抱え、複雑で問題の多い

医療機関側

ベンダの
技術

既存の規格を用いて
問題解決

同じような問題を抱える
医療機関への適用が

可能となる。

業務シナリオ
（統合プロファイル）

IHE テクニカルフレーム
ワーク(技術定義書）による

問題解決コネクタソンでの
接続テスト

ベンダによる
製品への実装

学会などでIHEに
よる問題解決があ
ることを広報

医療機関はIHEを
要求仕様に含める

サイクル



IHE テクニカルフレームワーク
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IHE コネクタソン：ベンダに接続検証の場を提供する

7IHE EU Connectathon 2019 Rennes France Apr.8-12 2019



コネクタソン結果表（プロファイル実装した会社リスト）

https://www.ihe-j.org/



厚生労働省標準規格 医政発0324第13号、政統発0324第3号、令和4年3月24日
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HS036：処方情報 HL7 FHIR 記述仕様
HS037：健康診断結果報告書 HL7 FHIR 記述仕様書
HS038：診療情報提供書 HL7 FHIR 記述仕様書
HS039：退院時サマリー HL7 FHIR 記述仕様書

の４つが追加された。

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000929492.pdf



2022年度診療報酬改定
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https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000920427.pdf (P17)

https://www.chiba.med.or.jp/personnel/medical/download/revision04_2_02.pdf



自民党 「医療DX令和ビジョン2030」提言 2022年5月
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https://www.jimin.jp/news/policy/203565.html

HL7 FHIR を活用して、共有すべき項目の標
準コードや交換手順を厚生労働省が定める。

HL7 FHIR 準拠の標準クラウドベース電子カル
テ（中略）の施策（補助金など）を行う。



IHE on FHIR

➢ 2018年の Project Gemini 立上げより、HL7 FHIR と IHE のコラボレーションが加速し、
「IHE on FHIR」 として広報されるようになった。

➢ Project Gemini は HIMSS18の場で立ち上がり、HL7 と IHE それぞれの特徴を調和し、
より医療現場での FHIR を活用したワークフローの追求と、整備を行っている。

➢ IHEではこれに伴い、PCC（Patient Care Coordination）、QRPH（Quality, 

Research, and Public Health）の各ドメインで FHIRプロファイルの整備を実施。

➢ また、Radiology、ITI（IT Infrastructure）、Pharmacy、Devices では、モバイルデバイ
ス対応や、医療現場の REST通信環境の整備促進に伴い、FHIRプロファイルを独自に整
備している。
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®



IHE PDQm (Patient Demographic Query for mobile)

Volume 1:38章 PDQｍプロファイル概略

モバイルやブラウザ上のアプリから患者基本情
報をRESTfulインターフェイスで検索する手順
を定義する。機能的にはPDQ、PDQV3と同
様で、HL7 FHIRを用いる点が異なる。HTTP、
JSON、Simple-XML及びRESTを活用し、ペ
イロードフォーマットはHL7 FHIRで定義されて
いる。

この実装ガイドは HL7 FHIR要件に完全に準
拠し、相互運用性、識別可能な結果値、
PDQやPDQv3との互換性を目的とするユー
スケースによる条件のみを示す。

13https://profiles.ihe.net/ITI/PDQm/index.html
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ご清聴ありがとうございました。

ぜひ、検証してみたいプロファイルがあれば、お知らせください。


